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(57)【要約】
【課題】並行して着信者の複数端末に着信せしめるビデ
オ会議対応ＩＰ電話装置及びその呼接続方法を提供する
。
【解決手段】ＩＰネットワークを介したビデオ会議通信
をなすビデオ会議対応ＩＰ電話装置であって、前記ＩＰ
ネットワークを介して着信した呼の発信者の端末がビデ
オ会議利用可能な端末であるや否やを判別する第１判別
手段と、第１判別手段が、前記呼の発信者の端末がビデ
オ会議利用可能な端末であることを判別した場合、前記
呼の着信先を検索して当該着信先が前記ビデオ会議利用
可能な複数端末を含むことを判別する第２判別手段と、
　前記第２判別手段が、当該着信先が前記ビデオ会議利
用可能な複数端末を含むと判別した場合、前記呼を当該
複数端末の全てへの呼接続をなして発呼を着信せしめる
呼接続手段と、を含み、前記呼接続手段は、前記着信先
のうちの応答端末の識別信号に応じて、当該応答端末の
みへの呼接続を維持することを特徴とするビデオ会議対
応ＩＰ電話装置及びその呼接続方法。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＩＰネットワークを介したビデオ会議通信をなすビデオ会議対応ＩＰ電話装置であって
、
　前記ＩＰネットワークを介して着信した呼の発信者の端末がビデオ会議利用可能な端末
であるや否やを判別する第１判別手段と、
　第１判別手段が、前記呼の発信者の端末がビデオ会議利用可能な端末であることを判別
した場合、前記呼の着信先を検索して当該着信先が前記ビデオ会議利用可能な複数端末を
含むことを判別する第２判別手段と、
　前記第２判別手段が、当該着信先が前記ビデオ会議利用可能な複数端末を含むと判別し
た場合、前記呼を当該複数端末の全てへの呼接続をなして発呼を着信せしめる呼接続手段
と、を含み、
　前記呼接続手段は、前記着信先のうちの応答端末の識別信号に応じて、当該応答端末の
みへの呼接続を維持することを特徴とするビデオ会議対応ＩＰ電話装置。
【請求項２】
　前記呼接続手段は、前記呼を同時に前記着信先の複数の端末に対して呼接続をなすこと
を特徴とする請求項１記載のビデオ会議対応ＩＰ電話装置。
【請求項３】
　前記呼接続手段は、前記呼を前記着信先の複数の端末に対して順番に呼接続をなすこと
を特徴とする請求項１記載のビデオ会議対応ＩＰ電話装置。
【請求項４】
　前記呼接続手段は、当該順番において、前記複数端末のうちの処理能力の高い端末を優
先することを特徴とする請求項３記載のビデオ会議対応ＩＰ電話装置。
【請求項５】
　前記呼接続手段は、当該順番において、前記複数端末のうちの過去に接続回数の多い端
末を優先することを特徴とする請求項３記載のビデオ会議対応ＩＰ電話装置。
【請求項６】
　前記呼接続手段は、当該順番において、前記複数端末のうちの前記発信者が発呼する時
間に近い過去の時間帯に呼接続された端末を優先することを特徴とする請求項３記載のビ
デオ会議対応ＩＰ電話装置。
【請求項７】
　前記呼接続手段は、前記当該複数端末のいずれもが所定時間内に応答しないとき、前記
当該複数端末への呼接続を停止することを特徴とする請求項１記載のビデオ会議対応ＩＰ
電話装置。
【請求項８】
　ＩＰネットワークを介したビデオ会議通信をなすビデオ会議対応ＩＰ電話装置における
呼接続方法であって、
　前記ＩＰネットワークを介して着信した呼の発信者の端末がビデオ会議利用可能な端末
であるや否やを判別する第１判別ステップと、
　第１判別ステップが、前記呼の発信者の端末がビデオ会議利用可能な端末であることを
判別した場合、前記呼の着信先を検索して当該着信先が前記ビデオ会議利用可能な複数端
末を含むことを判別する第２判別ステップと、
　前記第２判別ステップが、当該着信先が前記ビデオ会議利用可能な複数端末を含むと判
別した場合、前記呼を当該複数端末の全てへの呼接続をなして発呼を着信せしめる呼接続
ステップと、を含み、
　前記呼接続ステップは、前記着信先のうちの応答端末の識別信号に応じて、当該応答端
末のみへの呼接続を維持することを特徴とするビデオ会議対応ＩＰ電話装置における呼接
続方法。
【請求項９】
　前記呼接続ステップは、前記呼を同時に前記着信先の複数の端末に対して呼接続をなす
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ことを特徴とする請求項８記載のビデオ会議対応ＩＰ電話装置における呼接続方法。
【請求項１０】
　前記呼接続ステップは、前記呼を前記着信先の複数の端末に対して順番に呼接続をなす
ことを特徴とする請求項８記載のビデオ会議対応ＩＰ電話装置における呼接続方法。
【請求項１１】
　前記呼接続ステップは、当該順番において、前記複数端末のうちの処理能力の高い端末
を優先することを特徴とする請求項１０記載のビデオ会議対応ＩＰ電話装置における呼接
続方法。
【請求項１２】
　前記呼接続ステップは、当該順番において、前記複数端末のうちの過去に接続回数の多
い端末を優先することを特徴とする請求項１０記載のビデオ会議対応ＩＰ電話装置におけ
る呼接続方法。
【請求項１３】
　前記呼接続ステップは、当該順番において、前記複数端末のうちの前記発信者が発呼す
る時間に近い過去の時間帯に呼接続された端末を優先することを特徴とする請求項１０記
載のビデオ会議対応ＩＰ電話装置における呼接続方法。
【請求項１４】
　前記呼接続ステップは、前記当該複数端末のいずれもが所定時間内に応答しないとき、
前記当該複数端末への呼接続を停止することを特徴とする請求項８記載のビデオ会議対応
ＩＰ電話装置における呼接続方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ビデオ会議中継を可能にしたビデオ会議対応ＩＰ電話装置及び当該装置にお
ける呼接続方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近時、ＩＰ電話装置において、ビデオ会議専用端末の収容をすることとして、当該ビデ
オ会議専用端末の加入者間でのテレビ会議を中継することが可能なビデオ会議対応ＩＰ電
話装置が知られている。
【０００３】
　かかるビデオ会議対応ＩＰ電話装置においては、例えば、ビデオ会議専用端末加入者Ａ
が、ビデオ会議専用端末加入者Ｂとビデオ会議を望む場合、加入者Ａの専用端末からの発
呼であることを検知しつつこれをＩＰネットワーク経由にて加入者Ｂのビデオ会議専用端
末に着信せしめる。かかるビデオ会議加入者間の呼接続機能においては、ビデオ会議加入
者各々に割り当てられる端末識別情報に基づいて呼接続を行う。かかるビデオ会議中継を
可能にしたビデオ会議対応ＩＰ電話装置の１例が特許文献１に開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－１５７５４１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、上記したビデオ会議対応ＩＰ電話装置においては、例えば、ビデオ会議専用
加入者が、ビデオ会議専用端末のほかにパーソナルコンピュータ（以下ＰＣという）のみ
ならずスマートフォンなどの携帯端末をも接続してビデオ会議専用端末と並列的にＩＰネ
ットワークを介した通信を行いたいというニーズが存在する。
【０００６】
　しかしながら、上記したような従来のビデオ会議対応ＩＰ電話装置においては、同一加
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入者が同時並行的に複数の端末を用いてビデオ会議をしたいというニーズには答えられな
い。
【０００７】
　そこで本発明が解決しようとする課題は、上記した問題が一例として挙げられ、ビデオ
会議専用端末のほかに同時に他の通信端末を用いてＩＰネットワークを介した通信を可能
としたビデオ会議対応ＩＰ電話装置を提供することが本発明の目的である。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１に係る発明のビデオ会議対応ＩＰ電話装置は、ＩＰネットワークを介したビデ
オ会議通信をなすビデオ会議対応ＩＰ電話装置であって、前記ＩＰネットワークを介して
着信した呼の発信者の端末がビデオ会議利用可能な端末であるや否やを判別する第１判別
手段と、第１判別手段が、前記呼の発信者の端末がビデオ会議利用可能な端末であること
を判別した場合、前記呼の着信先を検索して当該着信先が前記ビデオ会議利用可能な複数
端末を含むことを判別する第２判別手段と、前記第２判別手段が、当該着信先が前記ビデ
オ会議利用可能な複数端末を含むと判別した場合、前記呼を当該複数端末の全てへの呼接
続をなして発呼を着信せしめる呼接続手段と、を含み、前記呼接続手段は、前記着信先の
うちの応答端末の識別信号に応じて、当該応答端末のみへの呼接続を維持することを特徴
としている。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によるビデオ会議対応ＩＰ電話装置によれば、被呼者の複数の端末のうちの選択
されたいずれかとの通信が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施例であるビデオ会議対応ＩＰ電話装置を示す構成図である。
【図２】図１のゲートキーパの構成の１例を示すブロック図である。
【図３】図１の端末の構成の１例を示すブロック図である。
【図４】図１のゲートキーパによる呼接続動作のフローチャートである。
【図５】本発明によるビデオ会議対応ＩＰ電話装置における第１の動作例のシーケンス図
である。
【図６】本発明によるビデオ会議対応ＩＰ電話装置における第２の動作例のシーケンス図
である。
【図７】本発明によるビデオ会議対応ＩＰ電話装置における第３の動作例のシーケンス図
その１である。
【図８】本発明によるビデオ会議対応ＩＰ電話装置における第３の動作例のシーケンス図
その２である。
【図９】本発明によるビデオ会議対応ＩＰ電話装置における第４の動作例のシーケンス図
である。
【発明を実施するための形態】
【実施例】
【００１１】
　本発明の実施例であるビデオ会議対応ＩＰ電話装置及びその呼接続方法を図１乃至図９
により説明する。
【００１２】
　図１において、本発明の実施例であるビデオ会議対応ＩＰ電話装置としてのゲートキー
パ１は、ＩＰネットワーク２に接続されている。ＩＰネットワーク２には加入者であるユ
ーザＡの端末３及びユーザＢの端末４、５及び６が接続されている。端末３は、ビデオ会
議専用端末であり、端末４～６及びゲートキーパ１と通信することが可能である。端末４
～６は、ビデオ会議利用可能な端末であり、端末４はＰＣ、端末５はスマートフォン、端
末６はビデオ会議専用端末である。端末４～６は、端末３及びゲートキーパ１と通信する
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ことが可能である。ユーザＢはこれらの端末４～６のうちいずれか１つの端末を選択し、
その端末を使用することができることとする。
【００１３】
　ゲートキーパ１はユーザ識別情報（端末識別情報）とＩＰアドレスとの組を管理するサ
ーバソフトウエアを有し、このサーバソフトウエアによって端末３及び端末４～６を管理
している。ゲートキーパ１は端末３と端末４～６との間の接続制御を実行すると共に、端
末３及び端末４～６との間でビデオ会議に用いる機能を実行する。
【００１４】
　図２に示すように、ゲートキーパ１は、ＣＰＵ７、通信処理部８、H.323制御部９、Ｍ
ＣＵ１０（多地点制御ユニット）及び記憶部１１から構成される。
【００１５】
　ゲートキーパ１のＣＰＵ７は、通信処理部８、H.323制御部９、ＭＣＵ１０及び記憶部
１１の動作を制御する。ゲートキーパ１の通信処理部８は、ゲートキーパ１と端末３との
間、ゲートキーパ１と端末４～６との間の通信処理を実行する。ゲートキーパ１のH.323
制御部９は、端末３と端末４～６との接続制御をする際にプロトコルとしてH.323を用い
て接続制御を実行する。
【００１６】
　ゲートキーパ１のＭＣＵ１０は、端末３と端末４～６との間で、例えば各ユーザから受
信した映像を合成しユーザ数に対応した分割画面の映像信号を生成して、生成した分割画
面を各ユーザに送信し、各ユーザから受信した音声をミキシングした音声信号を生成し、
各ユーザに送信するなどのビデオ会議に用いる機能を実行する。
【００１７】
　また、ＭＣＵ１０は通信処理部８を介して端末３及び端末４～６から例えばMPEG2, MPE
G4, H.264などエンコード（符号化）された映像及び音声信号を受信して、受信した映像
及び音声信号をデコード（復号化）する。更に、ＭＣＵ１０は生成した映像信号を映像及
び音声信号をエンコードして、エンコードした映像及び音声信号を端末３及び端末４～６
に送信する。
【００１８】
　すなわち、ＭＣＵ１０は、同時接続している各ユーザの映像、音声及びその他のデータ
をまとめて受信し、受信した映像、音声及びその他のデータを各端末が見やすい画面合成
などの処理を行い、処理後の映像、音声及びその他のデータを各端末に送信する。
【００１９】
　ゲートキーパ１の記憶部１１は、端末情報記憶部１１ａ、通信履歴情報記憶部１１ｂ、
端末スペック記憶部１１ｃを含んでいる。
【００２０】
　図３に示すように端末３は、ＣＰＵ１２、通信処理部１３、H.323制御部１４、映像／
音声処理部１５及びユーザインターフェース部１６を含んでいる。
【００２１】
　端末３のＣＰＵ１２は、通信処理部１３、H.323制御部１４、映像／音声処理部１５及
びユーザインターフェース部１６の動作を制御する。端末３の通信処理部１３は、端末３
とゲートキーパ１との間、端末３と端末４～６との間の通信処理を実行する。
【００２２】
　端末３のH.323制御部１４は、ゲートキーパ１を介して端末４～６と接続制御する際に
、プロトコルとしてH.323を用いて接続制御を実行する。
【００２３】
　端末３の映像／音声処理部１５は、通信処理部１３を介してゲートキーパ１から受信し
た映像／音声信号をデコードし、デコードした例えば通信相手の映像及び音声である映像
／音声信号をユーザインターフェース部１６に送信する。
【００２４】
　また、映像／音声処理部１５は、ユーザインターフェース部１６から受信した例えばユ
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ーザＡ自身の映像及び音声である映像／音声信号をエンコードし、エンコードした映像／
音声信号をゲートキーパ１に通信処理部１３を介して送信する。
【００２５】
　端末３のユーザインターフェース部１６は、表示部１６ａを含んでおり、ユーザＡによ
り操作された情報を入力する。ユーザインターフェース部１６は、 ゲートキーパ１及び
端末４～６と通信する際に、ゲートキーパ１及び端末４～６の要求情報に基づいてユーザ
Ａに対する映像／音声を出力する。
【００２６】
　また、ユーザインターフェース部１６は、例えばユーザＡ自身の映像及び音声を取り込
み、これを映像／音声信号にして映像／音声処理部１５に送信する。更に、ユーザインタ
ーフェース部１６は映像／音声処理部１５から受信した映像／音声信号の映像信号をユー
ザＡに表示部１６ａを介して表示し、音声信号をスピーカーなどで再生する。
【００２７】
　端末４～６の各々は、本発明を実現するため使用される機能は、端末３の機能と同一で
あり、端末４～６もＣＰＵ１２、通信処理部１３、H.323制御部１４、映像／音声処理部
１５及びユーザインターフェース部１６から構成される。また、端末４～６のＣＰＵ１２
の能力（例えば処理速度）及びユーザインターフェース部１６の表示部１６ａ以外におい
ては、端末４～６は端末３と共通するため、共通する各部の説明は省略する。
【００２８】
　なお、端末４～端末６のＣＰＵ１２の処理速度は、各々で異なる処理速度とし、例えば
、処理速度の速い順に端末６、端末４、端末５とする。更に、端末４～端末６の表示部１
６ａは、各々で異なる表示サイズとし、例えば、表示部１６ａの大きい順に端末６、端末
４、端末５とする。
【００２９】
　以下の表１に示すようにゲートキーパ１の端末情報記憶部１１ａは、ユーザ及びユーザ
ＩＤ（端末ＩＤ）に対して、電話番号、ＩＰアドレス、接続状態、名前を対としたデータ
を有する。ここで、ユーザＩＤ０００Ａの端末は端末３、ユーザＩＤ０００Ｂ－１の端末
は端末４、ユーザＩＤ０００Ｂ－２の端末は端末５、ユーザＩＤ０００Ｂ－３の端末は端
末６に各々対応する。
【００３０】
　ゲートキーパ１の端末情報記憶部１１ａの接続状態の一例として、ユーザＩＤ０００Ａ
とユーザＩＤ０００Ｂ－２は、接続中であることを示している。ユーザＩＤ０００Ｂ－１
とユーザＩＤ０００Ｂ－３は、接続待ち状態であることを示している。
【００３１】
【表１】

【００３２】
　以下の表２に示すようにゲートキーパ１の通信履歴情報記憶部１１ｂは、ユーザ及びユ
ーザＩＤに対して、接続回数、接続開始日時、接続終了日時及び接続相手（ユーザＩＤ）
を対としたデータを有する。
【００３３】
　ゲートキーパ１の通信履歴情報記憶部１１ｂの一例として、2xxx年11月11日における接
続記録を示したものであり、ユーザＡとユーザＢは、３回接続されたことが示されている
。ユーザＢにおいては、３回接続されたうちの接続回数が一番多いのが０００Ｂ－３の２
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回であり、接続回数が次に多いのが０００Ｂ－２の１回であり、接続回数が最も少ないの
が０００Ｂ－１の０回であることがわかる。また、ユーザＡとユーザＢとの間において、
直近に接続されているのが０００Ｂ－２であり、その前に接続されているのが０００Ｂ－
３であることが記憶されている。更に、接続日時が12:00:00までは０００Ｂ－３で接続さ
れ、接続日時が18:00:00以降は０００Ｂ－２で接続されていることが記憶されている。
【００３４】
【表２】

【００３５】
　以下の表３に示すようにゲートキーパ１の端末スペック記憶部１１ｃは、ユーザ及びユ
ーザＩＤに対して、機種、ＣＰＵ１２の能力及び表示部１６ａの能力を対としたデータを
有する。
【００３６】
　ゲートキーパ１の端末スペック記憶部１１ｃの一例として、０００Ａは、機種がビデオ
会議専用端末、ＣＰＵ１２の能力が１番目に速いクラス、表示部１６ａの能力が１番目に
大きいクラスであることが記憶されている。０００Ｂ－１、０００Ｂ－２及び０００Ｂ－
３は、機種がＰＣ、スマートフォン及びビデオ会議専用端末、ＣＰＵ１２の能力が２番目
、３番目及び１番目に速いクラス、表示部１６ａの能力が２番目、３番目及び１番目に大
きいクラスであることが各々記憶されている。
【００３７】

【表３】

【００３８】
　図４において、本発明によるビデオ会議対応ＩＰ電話装置における呼接続ルーチンにつ
いて説明する。
【００３９】
　まず、ゲートキーパ１は、ＩＰネットワークを介して呼接続の要求がくるのを待つ（ス
テップＳ１）。
【００４０】
　呼接続の要求が来た場合、ゲートキーパ１は、着信した呼の発信者の端末がビデオ会議
利用可能な端末に属するか否かの第１の判別をする（ステップＳ２）。
【００４１】
　ステップＳ２の第１の判別が、着信した呼の発信者の端末がビデオ会議利用可能な端末
に属すると判別した場合、ゲートキーパ１は、端末情報記憶部１１ａにおいて呼の着信先
を検索して着信先がビデオ会議利用可能な複数端末を含むか、すなわち着信者がビデオ会
議利用可能な端末を複数持っているか否かの第２の判別をする（ステップＳ３）。
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【００４２】
　ステップＳ３の第２の判別が、呼の着信先がビデオ会議利用可能な複数端末を含む場合
、ゲートキーパ１は、着信先の複数端末に呼接続をなして発呼を着信せしめるために呼制
御チャネルを用いて呼接続の要求を送信する（ステップＳ４）。本ステップにおいて、着
信先の複数端末の全てに呼接続の要求を送信することが望ましいが、複数端末の一部に呼
接続の要求を送信しても良い。
【００４３】
　着信者の複数端末に着信音が鳴り、発信者は着信者の着信応答待ちとなる（ステップＳ
５）。着信者は複数端末のうちのいずれか１つで呼接続の応答をする（ステップＳ６）。
【００４４】
　この着信者の応答によって、応答端末からの応答の識別信号を受信すなわち応答端末の
識別信号に応じて、着信者の応答端末に対応するチャネル（応答端末への呼接続）のみを
維持、すなわち呼接続のための映像音声用の論理チャネルを開設する（ステップＳ７）。
着信者の複数端末のうち、応答のなかった端末に対応する呼接続のための呼制御チャネル
を切断すなわち呼接続を停止する（ステップＳ８）。以上により、発信者の端末と着信者
の応答端末が接続され、ビデオ会議可能な状態になる。
【００４５】
　図５において、本発明によるビデオ会議対応ＩＰ電話装置における第１の動作例につい
て説明する。
【００４６】
　ユーザＡがユーザＢに発呼する際、端末３は参加要求（ARQ:AdmissionRequest）メッセ
ージをゲートキーパ１に送信して、ユーザＢを発呼可能であるか否かを問い合わせる（ス
テップＳＮ１）。
【００４７】
　ユーザＢを発呼可能なときは、ゲートキーパ１は参加許可（ACF:AdmissionConfirm）メ
ッセージを端末３に送信する（ステップＳＮ２）。端末３はACFメッセージを受信した後
、ユーザＢを呼び出すために呼接続の要求すなわち呼確立の要求(以下、setupという)メ
ッセージをゲートキーパ１に送信する（ステップＳＮ３）。
【００４８】
　ゲートキーパ１はsetupメッセージを受信した後、端末４～６に対して同時に並行してs
etupメッセージを送信する（ステップＳＮ４）。これによって、端末４～６は同時に着信
音が鳴り、ユーザＡはユーザＢの着信応答待ちとなる（ステップＳＮ５）。
【００４９】
　ユーザＢは端末４～６のうちのいずれか１つの任意の端末でユーザＡからの着信に応答
することができる（ステップＳＮ６）。例えば、ユーザＢは端末５で応答することとする
。端末５はゲートキーパ１から送信されたsetupメッセージに対しての応答である呼確立
（以下、connectという）メッセージをゲートキーパ１に送信する（ステップＳＮ７）。
【００５０】
　ゲートキーパ１は端末５から送信されたconnectメッセージを受信すると、発信元の端
末３にconnectメッセージを送信する（ステップＳＮ８）。ゲートキーパ１は端末５からc
onnectメッセージを受信したため、端末４及び６に対しては呼解放完了（releasecomplet
e)メッセージを送信し、端末４及び６への呼接続を停止する（ステップＳＮ９）。以上に
より、端末３と端末５とが接続され、ビデオ会議可能な状態になる（ステップＳＮ１０）
。
【００５１】
　第１の動作例によれば、ユーザＡはユーザＢを発呼したいときに、ゲートキーパ１がユ
ーザＢの所有する複数の端末４～６を同時に並行して発呼して着信せしめることで、ユー
ザＢは所有する端末４～６のいずれか１つで応答することができる。
【００５２】
　図６において、本発明によるビデオ会議対応ＩＰ電話装置における第２の動作例につい
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て説明する。
【００５３】
　第１の動作例のステップＳＮ１～ＳＮ３と同じステップを実施する（ステップＳＰ１～
ＳＰ３）。すなわち、前記したように端末３はARQメッセージをゲートキーパ１に送信し
て、ユーザＢを発呼可能なときは、ゲートキーパ１はACFメッセージを端末３に送信し、
端末３はACFメッセージを受信した後、setupメッセージをゲートキーパ１に送信する。
【００５４】
　ゲートキーパ１はユーザＢの端末に対してビデオ会議を利用することにおいて、表３の
端末スペック記憶部１１ｃを検索して処理能力の高い（例えばＣＰＵ１２の能力や表示部
１６ａの表示サイズが大きい）端末の順番にて、発呼を着信せしめることを決定する（ス
テップＳＰ４）。
【００５５】
　本ステップにおいては、処理能力の高い端末の判断プロセスは１番目に例えばＣＰＵ１
２の能力（処理速度の速さ）を見て判断する。ＣＰＵ１２の能力が高い端末から優先して
setupメッセージを送信することを決定する。すなわち、端末６、端末４、端末５の順番
にて発呼を着信せしめる。ＣＰＵ１２の能力が同じ端末がある場合は、２番目に表示部１
６ａの表示サイズの大きさ（画面サイズ）を見て、表示サイズが大きい端末を処理能力が
高い端末であると判断する。
【００５６】
　なお、処理能力の高さを各端末のメモリ容量の大きさや、通信の空き容量の大きさの順
番に基づいて判断しても良い。
【００５７】
　ゲートキーパ１は、まず端末６にsetupメッセージを送信し、所定時間（例えば１０秒
とする）経過後ごとに端末４、端末５の順番にて、setupメッセージを送信する（ステッ
プＳＰ５）。
【００５８】
　ユーザＢの端末はまず端末６に着信音が鳴り、所定時間（例えば１０秒）経過後ごとに
端末４、端末５の順番に着信音が鳴り、ユーザＡはユーザＢの着信応答待ちとなる（ステ
ップＳＰ６）。ユーザＢは端末４～６のうちのいずれか１つの任意の端末で応答する（ス
テップＳＰ７）。例えば、ユーザＢは最初に着信音が鳴った端末６で応答することとする
。
【００５９】
　端末６はゲートキーパ１から送信されたsetupメッセージに対しての応答であるconnect
メッセージをゲートキーパ１に送信する（ステップＳＰ８）。ゲートキーパ１は端末６か
ら送信されたconnectメッセージを受信すると、発信元の端末３にconnectメッセージを送
信する（ステップＳＰ９）。次に、ゲートキーパ１はユーザＢにおいて接続開始された端
末が端末６であることを記憶する（ステップＳＰ１０）。
【００６０】
　ゲートキーパ１は、端末６からconnectメッセージを受信したため、端末４及び５に対
しては、呼解放完了（releasecomplete）メッセージを送信し、端末４及び５への呼接続
を停止する（ステップＳＰ１１）。以上により、端末３と端末６とが接続され、ビデオ会
議可能な状態になる（ステップＳＰ１２）。
【００６１】
　第２の動作例によれば、ゲートキーパ１は端末４～６の中から処理能力の高い端末の順
に優先的に発呼して着信せしめることによって、ビデオ会議を利用することにおいて、よ
り良い操作環境の端末に優先的に接続させることができる。
【００６２】
　図７及び図８において、本発明によるビデオ会議対応ＩＰ電話装置における第３の動作
例について説明する。
【００６３】
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　図７においては、第１の動作例のステップＳＮ１～ＳＮ８と同じステップを実施する（
ステップＳＳ１～ＳＳ８）。すなわち、前記したように端末３とゲートキーパ１との間で
ARQ、ACF及びsetupメッセージをやりとりし、ゲートキーパ１はsetupメッセージを同時に
端末４～６に送信し、端末４～６は同時に着信音が鳴り、ユーザＢが端末５で応答し、端
末５がゲートキーパ１を介してconnectメッセージを端末３に送信する。
【００６４】
　次に、ゲートキーパ１はユーザＢにおいて接続開始された端末が端末５であることを記
憶する（ステップＳＳ９）。
【００６５】
　ゲートキーパ１は、端末５からconnectメッセージを受信したため、端末４及び６に対
しては、呼解放完了（releasecomplete）メッセージを送信し、端末４及び６への呼接続
を停止する（ステップＳＳ１０）。以上により、端末３と端末５とが接続され、ビデオ会
議可能な状態になる（ステップＳＳ１１）。
【００６６】
　端末３と端末５との会議通話が終了すると、通話終了の情報を有するEndSessionComman
d（通話終了）メッセージを、端末３が端末５に送信する（ステップＳＳ１２）。また、
端末５もEndSessionCommand（通話終了）メッセージを端末３に送信する（ステップＳＳ
１３）。
【００６７】
　端末３は端末５から送信されたEndSessionCommand（通話終了)メッセージを受信すると
、端末３と端末５との間の呼の解放が完了した情報を有するReleaseComplete (呼解放完
了)メッセージを端末５に送信する（ステップＳＳ１４）。
【００６８】
　次に、端末３と端末５との間の通話状態からの離脱要求の情報を有する離脱要求 (DRQ:
Disengage Request)メッセージを端末３及び端末５がゲートキーパ１に各々送信する（ス
テップＳＳ１５）。
【００６９】
　ゲートキーパ１が端末３及び端末Ａ２から送信されたDRQメッセージを各々受信すると
、端末３と端末５との間の通話状態からの離脱確認の情報を有する離脱確認 (DCF:Diseng
age Confirmation)メッセージをゲートキーパ１が端末３及び端末５に各々送信する（ス
テップＳＳ１６）。これによって、端末３と端末５との接続終了となる。
【００７０】
　また、ゲートキーパ１はユーザＢにおいて接続されていた端末５が接続終了したことを
記憶する（ステップＳＳ１７）。
【００７１】
　ここで、例えば通信履歴2xxx/11/11の次の日にユーザＡがユーザＢと会議通話したい場
合は、ゲートキーパ１は表２に示される通信履歴記憶部１１ｂを検索して、ユーザＢがユ
ーザＡと過去に接続回数の多い端末の順番や、通信履歴の時間帯を考慮して会議通話した
い時間に近い過去の時間帯に接続されていたユーザＢの端末順に優先的に発呼して着信せ
しめることができる。
【００７２】
　接続回数の多い順番の場合は、端末６、端末５、端末４の順である。また、通信履歴の
時間帯を考慮する場合は、例えば18:00:00に通信したいのであれば、端末５、端末４、端
末６の順である。
【００７３】
　図８において、接続回数の多い端末の順番に優先的に発呼して着信せしめる場合の動作
例について説明する。
【００７４】
　第１の動作例のステップＳＮ１～ＳＮ３と同じステップを実施する（ステップＳＳ１８
～ＳＳ２０）。すなわち、前記したように端末ＡがARQメッセージをゲートキーパ１に送
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信し、ユーザＢを発呼可能なときは、ゲートキーパ１はACFメッセージを端末Ａに送信し
、端末３はsetupメッセージをゲートキーパ１に送信する。
【００７５】
　ゲートキーパ１はユーザＢの過去の通信履歴において接続回数の多い端末の順番である
端末６、端末５、端末４の順に優先的に発呼を着信せしめることを決定する（ステップＳ
Ｓ２１）。
【００７６】
　ゲートキーパ１はまず端末６にsetupメッセージを送信し、所定時間（例えば１０秒と
する）経過後ごとに端末５、端末４の順番にて、setupメッセージを送信する（ステップ
ＳＳ２２）。
【００７７】
　ユーザＢの端末はまず端末６に着信音が鳴り、所定時間経過後ごとに、端末５、端末４
の順に着信音が鳴り、ユーザＡはユーザＢの着信応答待ちとなる（ステップＳＳ２３）。
【００７８】
　ユーザＢは端末４～６のうちのいずれか１つの任意の端末で応答する（ステップＳＳ２
４）。例えば、ユーザＢは最初に着信音が鳴った端末６で応答することとする。端末６は
、ゲートキーパ１から送信されたsetupメッセージに対しての応答であるconnectメッセー
ジを送信する（ステップＳＳ２５）。ゲートキーパ１は、端末６から送信されたconnect
メッセージを受信すると、発信元の端末３にconnectメッセージを送信する（ステップＳ
Ｓ２６）。
【００７９】
　ゲートキーパ１は接続開始された端末がユーザＢの端末６であることを記憶する（ステ
ップＳＳ２７）。ゲートキーパ１は端末６からconnectメッセージを受信したため、端末
４及び５に対しては、呼解放完了（releasecomplete）メッセージを送信し、端末４及び
５への呼接続を停止する（ステップＳＳ２８）。以上により、端末３と端末６とが接続さ
れ、ビデオ会議可能な状態になる（ステップＳＳ２９）。
【００８０】
　第３の動作例によれば、ユーザＢの端末の過去の通信履歴に基づいて、ユーザＢが頻繁
に使用する端末若しくは時間帯によって利便性の高い端末順に優先的に発呼を着信せしめ
ることによって、端末３と端末４～６との間の接続をより早くすることができる。
【００８１】
　図９において、本発明によるビデオ会議対応ＩＰ電話装置における第４の動作例につい
て説明する。
【００８２】
　第１の動作例のステップＳＮ１～ＳＮ５と同じステップを実施する（ステップＳＵ１～
ＳＵ５）。すなわち、前記したように端末３とゲートキーパ１との間でARQ、ACF及びsetu
pメッセージをやりとりし、ゲートキーパ１はsetupメッセージを端末４、端末５及び端末
６に同時に送信し、端末４～６に同時に着信音が鳴り、ユーザＡはユーザＢの着信応答待
ちになる。
【００８３】
　次に、ゲートキーパ１は所定時間内（例えば、３０秒とする）にユーザＢの着信応答に
よるconnectメッセージを待つ（ステップＳＵ６）。
【００８４】
　ゲートキーパ１は、所定時間内にユーザＢの着信応答による端末４～端末６のいずれの
端末からconnectメッセージを受信しなかったときに、ゲートキーパ１は端末４～６に対
して、呼解放完了（releasecomplete）メッセージを送信し、端末４～６への呼接続を停
止する（ステップＳＵ７）。
【００８５】
　第４の動作例によれば、端末３から端末４～６への接続処理を終了できることによって
、ゲートキーパ１のリソースを効率よく利用できると共に、ネットワークのリソースを効
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率よく利用できる。
【００８６】
　なお、本実施例においては、ユーザＡ及びユーザＢの２者による会議中継について説明
したが、３人以上が参加できる多地点ビデオ会議対応ＩＰ電話装置としても適用可能であ
る。
【符号の説明】
【００８７】
　１　ゲートキーパ
　２　ＩＰネットワーク
　３～６　端末
　７　ＣＰＵ
　８　通信処理部
　９　H.323制御部
　１０　ＭＣＵ
　１１　記憶部
　１１ａ　端末情報記憶部
　１１ｂ　通信履歴情報記憶部
　１１ｃ　端末スペック記憶部
　１２　ＣＰＵ
　１３　通信処理部
　１４　H.323制御部
　１５　映像／音声処理部
　１６　ユーザインターフェース部
　１６ａ　表示部

【図１】 【図２】
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